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論　文　内　容　の　要　旨

　目的

　救急領域において，重篤な合併損傷を伴う主気管支

完全断裂は極めて予後の悪い疾患である．これを安全

且つ確実に治療するには，断裂早撃は気道遮断の状態

のままで，まず健側片肺挿管で呼吸管理をしながら合

併損傷の治療と全身管理を行い，次いで，気管支形成

術を行う事が望ましいと考えられる．その際の，片肺

での呼吸管理，断裂側無気肺の感染予防，主気管支再

開通後の肺機能及び肺組織の回復について検討する為

に実験を行った．

　対象および方法

　雑種成犬45頭を対象とした．

　1）実験系の作製

　全麻下に開胸し，5mm×20mmのプラスティック板

二枚で右主気管支をはさんで遮断し，7日後に再開胸

してプラスティック板を取り除き再開通した．

　2）方法

　1．動脈血ガス分析

　左片肺呼吸における，大気中および高濃度酸素吸入

下の動脈血ガス分析（PaO2，　PaCO2，　AaDO2）を経日

的に計測した．

　2．抗生物質．の肺組織移行濃度

　主気管支遮断により無気肺となった右肺組織と，左

肺組織における抗生物質Cefmenoximeの移行濃度を

測定した．

　3．喀疾の細菌培養検査

　右主気管支内気道分泌物の好気性及び嫌気性培養を

行った．

　4．病理組織学的検討

　a）病理組織学的所見

　正常肺組織，遮断後3日目，5日目，7日目，再開

通後2日目及び7日目の肺組織について検討した．

　b）プレパラートの画像解析

　正常肺組織，遮断後7日目，再開通後2日目及び7

日目のプレパラートを用いて画像解析を行い，無気肺

の度合いを数量化した．

　結果

　1）右主気管支遮断による左片肺呼吸でも，50％以上

の酸素を投与すれぽPaO2値は正常に保たれた．

　2）遮断後7日目に再開通すると，肺機能は速やかに

回復しPaO2は3日後に，　AaDO2は7日後に正常範囲

となった．

　3）抗生物質は，点滴静注により右の無気肺側にも三

山組織と同様に高濃度に移行した．

　4）気道分泌物の培養では問題になる細菌は検出さ

れなかった．

　5）病理組織学的には，再開通後2日目には既にほぼ

正常の所見であり，不可逆的な変化はみられなかった．

　6）プレパラートの画像解析でも，右主気管支再開通

後は速やかに再膨張し全く無気肺を残すことはなかっ

た．

　考察および結論

　本実験により，7日間の右主気管支遮断は呼吸管理

可能と考えられた．再開通後の呼吸機能及び無気肺の

回復は速やかであり，不可逆的変化もなかった．従っ

て，健側片肺挿管による呼吸維持は，重篤な合併損傷
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を伴う主気管支完全断裂における安全な治療の基盤と

なる可能性が示唆された，

　臨床的には，一期的な開胸開腹術等の過大侵襲とな

る手術を避ける事により救命率の向上が期待される．

論　文　審　査　の　要　旨

　救急領域において極めて予後の悪い主気管支断裂の治療には，断裂側肺は気道遮断の状態とし，健側片肺挿

管で，合併損傷の治療を行うことが望ましい．

　本論文は，成犬45頭の右主気管支遮断犬を作製し，片肺呼吸時および遮断解除時において，経日的に動脈血

分析・抗生剤肺組織内移行度・肺の病理組織学的所見などを検討したものである．7日間の右主気管支の遮断

は呼吸管理可籠であり・再開通後も遮断側肺は速やかに回復することを示したもので・学問的’臨床的に価値

ある論文である．

主論文公表誌

主気管支完全断裂の治療に関する実験的研究

　　東京女子医科大学雑誌　第62巻　第5号

　　465－475頁（平成4年5月25日発行）

副論文公表誌

1）膀胱自然破裂の1例．群馬医学　（50）：

　　227－229（1988）笠井　恵，安部龍一，河　一京，

　　金本哲太，三橋　牧

2）Von　Recklinghausen病に合併した小腸神経鞘

　　腫の1例．群馬医学　（52）：88－92（1989）笠

　　井恵，安部龍一，河一京

3）教室例における交通事故死亡例についての検

　　討．日救急医会誌　7（1）：158－159（1986）村

　　木　博，笠井　恵，鈴木　忠，倉光秀麿，織畑

　　秀夫

4）外傷性右横隔膜ヘルニアの1例．日救急医会関

　　東町　9（2）：80－81（1988）三橋　牧，笠井　恵，

　　金本哲大，鈴木　忠，浜野恭一

5）3ヵ月乳児に腸閉塞を呈した小腸腸間膜海綿状

　　リンパ管腫の1例．東女医大誌56（6）：

　63－66（1986）康　錫柱，笠井　恵，土生洋一，

　星野光治，村瀬　茂，鈴木　忠，倉光秀麿，織

　畑秀夫

6）上行結腸villous　adenomaの1例．日消外会誌

　20（7）：1825－1828（1987）金丸　洋，高木正人，

　笠井　恵

7）直腸Colitis　Cystika’Profundaの1例．　Gas－

　troentero1　Endosc　30（3）：628－633（1988）金

　：丸　洋，高木正人，笠井　恵，長廻　紘

8）Winslow孔ヘルニアの1例．野外9（13）：

　19494952（1986）金丸　洋，高木正人，飯田　裕，

　今井輝子，笠井　恵

9）茎捻転を来した後腹膜皮様嚢腫の1例．平野

　42（7）：1143－1147（1987）金丸　洋，高木正人，

　飯田裕，今井輝子，笠井恵．

一835一




